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信
長
に
叛
旗
を
翻
し
て
有
岡
城
に
立
て
籠
っ

た
荒
木
村
重
は
、
城
内
で
起
き
る
難
事
件
に

翻
弄
さ
れ
る
。
動
揺
す
る
人
心
を
落
ち
着
か

せ
る
た
め
、
村
重
は
、
囚
人
に
し
て
織
田
方

の
軍
師
・
黒
田
官
兵
衛
に
謎
を
解
く
よ
う
求

め
た
が
―
事
件
の
裏
に
は
何
が
潜
む
の
か
。

デ
ビ
ュ
ー

20周
年
の
到
達
点
。

コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
を
逃
れ
心
中
の
旅
に
出

る
若
い
男
女
を
描
く
表
題
作
を
始
め
、
ウ
イ

ル
ス
を
恐
れ
る
あ
ま
り
孤
独
を
深
め
暴
走
す

る
「
テ
ク
ノ
ブ
レ
イ
ク
」
な
ど
、
生
き
る
苦
し

み
に
彩
ら
れ
た
作
品
全
５
編
を
収
録
。

会
社
を
辞
め
て
主
夫
に
な
っ
た
父
親
。
そ

ん
な
父
親
が
恥
ず
か
し
い
思
春
期
の
娘
。
何

も
相
談
し
て
く
れ
な
い
夫
と
の
関
係
に
悩
む

母
親
。
一
家
は
曾
祖
母
の
住
む
田
舎
に
引
っ

越
す
こ
と
に
な
り
…
。

料
理
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ

る
コ
ツ
が
あ
る
。
結
婚
を
機
に
料
理
を
始
め

10年
。
姑
・
平
野
レ
ミ
も
太
鼓
判
を
押
す
、

和
田
家
で
毎
日
作
っ
て
い
る
定
番
料
理
や
、
お

つ
ま
み
に
な
る
お
か
ず
、
野
菜
料
理
を
紹
介
。

自
分
の
命
に
は
「
価
格
」
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
―
経
済
学
者
、
統
計
の
専
門
家
、
規
制

当
局
が
駆
使
す
る
「
統
計
的
生
命
価
値
」
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
、
「
人
の
命
」
と
は
何
か

と
い
う
事
を
問
う
。

介
護
の
世
界
は
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
、

汚
く
危
険
で
、
き
つ
い
世
界
だ
っ
た
。
そ
れ

な
の
に
私
は
今
も
介
護
ヘ
ル
パ
ー
を
続
け
て

い
る
。
介
護
現
場
の
末
端
で
見
つ
め
続
け
た
、

「
老
い
」と「
死
」の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

朝
、
昼
、
晩
ご
は
ん
に
す
い
か
、
も
ち
ろ

ん
デ
ザ
ー
ト
に
も
！
す
い
か
が
大
、
大
、
大

好
き
な
ワ
ニ
が
、
う
っ
か
り
種
を
の
み
こ
ん

で

！？小
さ
い

子
ど
も
が
一

度
は
想
像
し
そ
う

な
事
を
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
く
。

女
の

子
も
男
の

子
も
、
ス
テ
キ
な
人
に
な

る
た
め
に
。

性
別
の

枠
組
み
か
ら
自

由
に
な

り
、
こ
れ
か
ら

必
要
な

ジ
ェ
ン

ダ
ー
の

知
識

を
紹
介
し
た
絵
本
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

(持
続

可
能
な

開
発

目
標

)の
さ

ま
ざ
ま
な

ポ
イ
ン
ト
を
、

国
語
・

算
数
・
理

科
・
社
会
な
ど
の

教
科
ご
と
に
紹
介
す
る
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の

タ
ー

ゲ
ッ
ト

(目
標

17)の
子
ど

も
挑
訳
、
復
習
テ
ス
ト
な
ど
も
収
録
。

「
い

ざ
と
い
う
と
き
」
の

適
切
な

備
え
を
、

写
真
や
イ

ラ
ス
ト
で
紹
介
。

３
は
、

ハ
ザ
ー

ド
マ

ッ
プ
か
ら
、

非
常

持
出

袋
、

災
害

避
難

時
の

注
意
ま
で
、

災
害
と
い
う
危
険
か
ら
命

を
守
る
備
え
を
説
明
。

●
マ
イ
双
眼
鏡
を
つ
く
ろ
う
！

日
時
：
７
月

17日（
土
）

14時

30分
～

場
所
：
図
書
館
１
階

指
導
：
児
童
館
職
員

参
加
費
：
無
料

●
開
館
時
間
の
延
長

図
書
館
の
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

期
間

８
月

22日（
日
）ま
で

時
間

９
時
～

19時

お
す
す
め
の
本

「
ア
ン
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」

金
原
ひ
と
み
／
著

新
潮
社

「
黒
牢
城
」

米
澤

穂
信
／
著

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
神
さ
ま
の
い
う
と
お
り
」

谷
瑞
恵
／
著

幻
冬
舎

「
女
の
子
だ
か
ら
、
男
の
子
だ
か
ら
を
な
く
す
本
」

ユ
ン
ウ
ン
ジ
ュ
／
文

エ
ト
セ
ト
ラ
ブ
ッ
ク
ス

「

10年
か
か
っ
て
地
味
ご
は
ん
。」

和
田
明
日
香
／
著
主
婦
の
友
社

行
事
（
図
書
館
）

「
命
に〈
価
格
〉を
つ
け
ら
れ
る
の
か
」

ハワード・スティーヴン・フリードマン／著
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

「
い
ざ
と
い
う
と
き
使
え
る
た
め
に
備
え

の
も
の
ト
リ
セ
ツ
図
鑑
３
災
害
対
策
」

教
育
画
劇

「
非
正
規
介
護
職
員
ヨ
ボ
ヨ
ボ
日
記
」

真
山
剛
／
著
三
五
館
シ
ン
シ
ャ

「
す
い
か
の
た
ね
」

グ
レ
ッ
グ
・
ピ
ゾ
ー
リ
／
作

こ
ぐ
ま
社

「
教
科
で
学
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
」

稲
葉
茂
勝
／
著

今
人
舎

ごぼう 100ｇ

にんじん 150ｇ

食べる小魚 20ｇ

薄力粉 大さじ２

●１人分栄養量

……………………

…………………

…………………

…………………

エネルギー たんぱく質 脂質 カルシウム 食塩相当量

113kcal 4.6g 3.0g 134mg 0.3g

薄力粉 大さじ２

Ａ 片栗粉 大さじ２

水 適宜

揚げ油 適宜

……………

……………

………………………

………………………

＜副菜＞ごぼうとにんじんのサクサク揚げ

ごぼうとにんじんはピーラーでささがくことで、早くさっく

り揚がります。食べる小魚を入れることによってさらにサク

サク感が増します。

① ごぼう、にんじんはピーラーでささがく。

② ボウルにごぼう、にんじん、食べる小魚、薄力粉を入れて

混ぜる。

③ ②にＡを入れてさっくり混ぜ合わせる。

④ 油で色づくまで両面揚げる。

20


